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　セブン&アイグループは、これまでさまざまな社会環境の変化に、価値ある商品やサービスの提供を通じて対応し、豊かで便利なくらしの実現に努めて
まいりました。その一方で、さまざまな環境問題や外部不経済などの社会課題が顕在化し、社会の持続的発展にはその解決が急務となっています。

　このような現状認識に基づき、全国の店舗ネットワークとサプライチェーン全体で、さらなる環境負荷低減を推進し、豊かな地球環境を未来世代に繋
いでいくため、グループ全従業員が一丸となって取り組んでまいります。

策定日  2019年  5月

改定日  2020年12月
改定日  2021年  5月

目指す姿 具体的な取組 2030年の目標 2050年の目指す姿

脱炭素社会 CO2排出量削減 グループの店舗運営に伴う排出量50%削減（2013年度
比）。

グループの店舗運営に伴う排出量実質ゼロ。

自社の排出量（スコープ1+2）のみならず、スコープ3を含めたサプライチェーン全体で削減を目指す。

循環経済社会 プラスチック対策 オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用す
る容器は、環境配慮型素材（バイオマス・生分解性・
リサイクル素材・紙、等）50%使用。

オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用す
る容器は、環境配慮型素材（バイオマス・生分解性・
リサイクル素材・紙、等）100%使用。

プラスチック製レジ袋の使用量ゼロ。使用するレジ袋
の素材は、紙等の持続可能な天然素材にすることを目
指す。

―

食品ロス・食品リサイク
ル対策

食品廃棄物を発生原単位（売上百万円あたりの発生
量）50％削減（2013年度比）。

食品廃棄物を発生原単位（売上百万円あたりの発生
量）75％削減（2013年度比）。

食品廃棄物のリサイクル率70%。 食品廃棄物のリサイクル率100%。

自然共生社会 持続可能な調達 オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用す
る食品原材料は、持続可能性が担保された材料50%使
用。

オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用す
る食品原材料は、持続可能性が担保された材料100%
使用。

※目標は、社会環境変化に応じて見直してまいります。

環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』について
4つのテーマの特定について

4つのテーマ別 イノベーションチームの設置について
4つのテーマ別 進捗状況について

5セブン＆アイ　　　　　　　サステナビリティデータブック 2023HLDGS.

https://www.7andi.com/sustainability/policy/environment_03.html#table
https://www.7andi.com/sustainability/policy/environment_03.html#4themes
https://www.7andi.com/sustainability/policy/environment_03.html#innovation
https://www.7andi.com/sustainability/policy/environment_03.html#proceed


4つのテーマの特定

現状への認識

　セブン&アイグループは、コンビニエンスストア、スーパー、百貨店、専門店など、多彩な流通サービス業態を擁しています。これらの店舗網を通じ
て、お客様の毎日の生活のニーズにお応えするとともに、時代や社会が求める新たな価値の提供に努めることで、国内で22,800店を超える店舗網を展開

し、毎日2,220万人のお客様にご来店いただけるまでに成長することができました（数値は2023年2月末）。その結果、私たちの商品やサービス提供は
多くのお客様にご利用いただけるようになる一方で、地球環境に少なからぬ影響を及ぼすようになっています。
　SDGs（持続可能な開発目標）に示されているように、地球全体で持続可能な発展が真剣に模索されている中、私たちグループがお客様と共に成長し、

社会と発展を共にしていくには、これらの環境負荷を積極的に低減していくことが不可欠です。

テーマの特定

　セブン&アイグループの事業活動によって生じる環境負荷などの中で、とくに社会的な影響の大きい分野を特定することで、環境負荷等の削減に向けた

取り組みをより具体的に描き出すように努めました。その結果、照明や冷凍・冷蔵など店舗運営に必要な電力使用などで生じている「CO2排出」、さま
ざまな商品やレジ袋、包装材料などの「プラスチック利用」、商品の廃棄などで生じている「食品ロス」、そして原材料、加工、製造などの過程で環境
や社会への影響が生じる「商品調達」、この4つが私たちの事業活動にとりわけ密接で、社会的な影響度も大きいテーマであると特定しました。

目標値の設定

　セブン&アイグループは、実効性のある対応を図るために、この4つのテーマごとに現状を把握し、目標を定量的に定めることで、2030年という近い将

来、そして2050年という次世代社会での使命と責務を具体的に示しました。私たちは「信頼と誠実」の社是に掲げるステークホルダーに「未来世代」も
含めて考え、この環境宣言の目標を未来にわたる各世代と共有していきたいと願っています。

全従業員が一丸となって

　まずグループ全従業員がこの環境宣言の趣旨と目標を共有し、毎日の仕事の中でその達成に取り組みます。その一方で、目標の達成には、企業と企業
の「間」で生じている社会的な不経済への対応も不可欠です。私たちはグループ一丸となった真剣な取り組みを通じて、お客様や地域社会、お取引先様
など、あらゆるステークホルダーの皆様との緊密な協力体制を広げ、持続可能な社会の構築に向けた革新を推進していきます。

4つのテーマ別イノベーションチームの設置

　セブン＆アイグループでは、「CO2排出量削減」「プラスチック対策」「食品ロス・食品リサイクル対策」「持続可能な調達」の4つのテーマで新たな

イノベーションに取り組むため、各事業会社の主管部門からリーダー（執行役員以上）を選出し、2030年、2050年の目標達成に向け、グループ横断で
の取り組みを推進しています。

CO2排出量削減についての取り組みはこちら

プラスチック使用量削減についての取り組みはこちら

プラスチック資源の有効利用についての取り組みはこちら

食品ロス・食品リサイクル対策についての取り組みはこちら

持続可能な調達についての取り組みはこちら
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4つのテーマ別　進捗状況（2022年度実績）

店舗運営に伴うCO2排出量の削減率
（2013年度比）※1

オリジナル商品で使用する容器の
環境配慮型素材の使用比率※2

食品廃棄物の発生量※3

食品リサイクル率※4

持続可能な食品原材料の使用比率※5

セブン-イレブン・ジャパン、イトーヨーカドー、ヨークベニマル、ヨーク、シェルガーデン、アイワイフーズ、赤ちゃん本舗、セブン&アイ・フー

ドシステムズ、ロフトの9社の合計値。

※1

オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用する容器の環境配慮型素材（バイオマス・生分解性・リサイクル素材・紙など）の使用比率。算
出対象はオリジナル商品を取扱う7社（セブン‐イレブン・ジャパン、イトーヨーカドー、ヨークベニマル、ヨーク、アイワイフーズ、赤ちゃん本

舗、セブン&アイ・フードシステムズ）

※2

売上百万円あたりの食品廃棄物発生量。算出対象は食品関連事業会社6社（セブン‐イレブン・ジャパン、イトーヨーカドー、ヨークベニマル、ヨー
ク、シェルガーデン、セブン&アイ・フードシステムズ）

※3

算出対象は食品関連事業会社6社（セブン‐イレブン・ジャパン、イトーヨーカドー、ヨークベニマル、ヨーク、シェルガーデン、セブン&アイ・フー
ドシステムズ）

※4

オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用する食品原材料のうち、持続可能性が担保された原材料の使用比率。算出対象は食品関連事業会

社6社（セブン‐イレブン・ジャパン、イトーヨーカドー、ヨークベニマル、ヨーク、アイワイフーズ、セブン&アイ・フードシステムズ）

※5
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